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●表紙写真   下市之瀬地区の鋳物師屋遺跡から出土
　した猿の顔を模した土製品。顔の長さは約4.5cm
　で住居あとから出土しました。首から下は欠け
　ていて見つかっていませんので、全身の姿はわ
　かりません。今から約５千年前のもので、縄文時
　代の猿の姿を模した土製品は全国的にも非常に
　珍しい出土例と言えます。よく観察すると、ほほ
　の袋まで丁寧に再現され、最も精緻につくられ
　た縄文時代の猿の土製品と言えます。全国の博
　物館から貸し出し依頼のある人気の資料と言え、
　今年度も夏には福島県に出張する予定です。
   （ふるさと文化伝承館所蔵・小川忠博氏 撮影）

　鋳物師屋遺跡出土猿形土製品（国重要文化財）
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代
表
・
一
般
質
問

  ※

７
〜
15 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
３
月
５
、
６
日
に
13
名
の

議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
22
日
か
ら
３
月

21
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
20
件
、
予
算
案
25
件
、

同
意
案
２
件
、
ほ
か
６
件
、
合
わ
せ
て
53
案
件
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

１
件
の
条
例
改
正
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
ペ
ー
ジ
参
照

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
補
正
予
算
案
が

10
件
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
12
件
の
特
別
会
計
と
２
件
の
企
業
会
計
、
あ

わ
せ
て
15
件
で
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、

３
５
２
億
８
２
４
６
万
７
千
円
で
、
当
初
予
算
と
し

て
は
過
去
最
大
の
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、
３
ペ
ー
ジ
下
参
照

　

議
案
第
45
号
「
令
和
６
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
は
討
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

提
出
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
案
件
は
、
い
ず
れ
も
異

議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
３
５
２
億
円
を
可
決

第１回定例会（３月議会）の概要 ２月22日～３月21日開催

施設関係

  令和3年からの事業

●若草小学校改築事業

14億2421万円

　　　　  若草小学校を建て替え
　
 ・既存校舎を解体し、新校舎を建設します。
 ・令和７年度の新校舎完成を目指します。

注目

その他

  新規事業

●甲西農村環境改善センター改修事業

5727万円

　　　　  甲西農村環境改善センター
　　　　をリニューアル
 ・本館棟の改修と多目的ホールの建て替えを行います。
 ・令和６年度は設計を行います。

注目

  議案第２号

●「市立養護老人ホーム慈恵寮跡地における

　　認可保育所及び児童発達支援センター

　　運営事業者選定委員会条例の制定」

　　　　  慈恵寮の跡地に
　　　　認可保育所と
　　　　児童発達支援センターを
　　　　運営する事業者を誘致
　
 ・開所予定時期は令和８年４月です。

注目

●令和６年第１回定例会における市長説明要旨や議決した予算などから、市内の今後の予定や、今年度の主な事業
　などをご紹介します。

  議案第８号

●「介護保険条例の一部改正」

　　　　  介護保険料を改定
 ・介護保険料基準額を引下げ（月額 5,900 円→5,650 円）、
　所得段階を増やします（11 段階→13 段階）。
 ・多くの所得段階で介護保険料が安くなります。
 ・高所得者の介護保険料は高くなります。

注目

  予算案

●防災備蓄倉庫整備事業

2961万円

　　　　  避難所備蓄の充実
 ・能登半島地震における避難所
　運営の課題を踏まえ、避難所
　の備蓄品等（マンホールトイ
　レ、非常食、生理用品等）を
　さらに充実させます。

注目

  予算案

●道水路の維持管理事業

１億 6266万円

　　　　  道路の雑草対策を強化
 ・市民や来訪者が快適に道路を
　通行できるように、道路の維
　持修繕と雑草対策を今まで以
　上に徹底します。

注目



03　 南アルプス市議会だより No.84 

令和６年度の南アルプス市はこうなります
産業・観光

　　　　  南アルプスＩＣ
　　　　新産業拠点の整備が
　　　　着実に進んでいます
 ①正式名称は「fumotto（フモット）南アルプス」に
　決定
　山々の「麓」、この施設を中心に南アルプス市が「もっとに
　ぎわい」、多くの世代が「もっと親しむ」との想いが込めら
　れています。

②地域交流施設は令和６年夏に開業
　40ブランド以上の出店が決定している地域交流拠点では、南
　アルプスの魅力を発信し、地域のブランド化を進めます。

③コストコは令和７年春に開業
　独自の魅力により国内有数の集客力を誇るコストコの開業は、
　来訪者や雇用の増加により、市に活気とにぎわいを創出します。

市には、「fumotto南アルプス」で創出されるにぎわいと
活力を市内全域に広げるための仕組みづくりが求められ
ます。

注目

子育て支援

  新規事業

●観光農園基盤整備補助金交付事業

250万円

　　　　  観光農園整備に補助金
 ・観光農園の新規開設または既存施設の拡大のために、
　必要な環境整備に係る経費の一部を助成します。

 ・補助額は、購入費・工事費の総事業費の 4/5
　（上限 50 万円）。

注目

　　　　  給食費の無償化は実施済み
 ・市立小中学校の給食費無償化をすでに実現しています
　（令和 4年度中に開始済み）。

 ・市外や私立の小中学校に通う
　児童生徒等への給食費等補助
　をすでに実現しています（令
　和５年度中に開始済み）。

注目

  予算案

●公立保育所会計年度任用職員配置事業

5 億 9828万円

　　　　  保育士の待遇改善
 ・全国的に不足してい
　る保育士確保に向け、
　会計年度任用職員保
　育士の報酬を引き上
　げます。

注目

  新規事業

●公立保育所業務ＩＣＴ化事業

3754万円

　　　　  保育業務をICT化
 ・市内12の公立保育所全クラスにタブレット端末を整備 
　します。
 ・保育士と保護者の情報共有により、保護者の安心感を
　高め、また、保育士業務の負担軽減を図ります。

注目

　国による過度な料金介入は、 様々な弊害を引き起こ

すため許されない。

　市には、 地方自治を守る姿勢と、 物価高騰で苦しむ

市民や中小事業者の従量区分の見直しや軽減措置の検

討といった慎重な対応が求められるため、 反対する。

議案第45号   令和6年度南アルプス市下水道事業会計予算

討 論　　                         私はこう考える

一般会計繰入れを含めた

負担軽減策を

松野 昇平 議員反
　
対

賛
　
成

賛成！ 反対！

　下水道使用料収入は、 汚水処理費用の約半分で、 残り

は一般会計からの繰入金で賄っている。

　これを改善するため令和５年第４回定例会で改定に向け

た条例案が可決され、 これに基づいて提案された本予算

に賛成する。

一般会計からの

繰入金補填額の減額を

花輪 幸長 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は可決となりました。
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令和６年第１回定例会　審議した議案とその結果

上程議案 飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。 〇：賛成
×：反対賛否同数の場合のみ、議長採決として表明します。

結
　

果
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議案 1 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 2 市立養護老人ホーム慈恵寮跡地における認可保育所及び児童発達支援センター運営事業者選定
委員会条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 3 手数料条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 4 職員定数条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 5 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 6 南アルプスインターチェンジ周辺開発南アルプス12ha整備事業区域における固定資産税の免除
に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 7 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 8 介護保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 9 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 10 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 11
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 12 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 13 ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 14 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 15 市営住宅条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 16 社会体育施設条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 17 学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 18 公営企業の設置等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 19 水道給水条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 20 南アルプスＩＣ周辺高度活用計画検討委員会条例の廃止 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 21 一般会計補正予算（第９号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 22 国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 23 介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 24 一般会計補正予算（第１０号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 25 国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 26 後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 27 介護保険特別会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 28 居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 29 山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 30 土地取得造成事業特別会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 31 一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 32 国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 33 後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 34 介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 35 居宅介護予防支援事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 36 温泉給湯事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 37 山梨県北岳山荘管理事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 38 芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 39 中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 40 高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 41 城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 42 雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 43 土地取得造成事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 44 水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 45 下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 1 政務活動費の交付に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度予算

令和５年度補正予算

条例の廃止

条例の一部改正

条例の制定

その他

議員提出議案

同意案
同意 1 監査委員の選任

同意 2 公平委員会委員の選任

議案 46 山梨県市町村総合事務組合規約の変更

議案 47 財産の処分（土地の売払い）

議案 48 市道路線の認定

議案 49 市道路線の廃止

議案 50 和解及び損害賠償の額の決定

議案 51 財産の取得（小学校教師用教科書・指導書）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決

可決

可決



　
　
　
能
登
半
島
地
震
を
直
接
の
定
数
算
定

　
　
　
の
根
拠
と
し
て
は
い
な
い
が
、
定
員

94
名
に
対
し
現
在
92
名
体
制
と
し
て
お
り
、

定
数
に
近
い
状
態
で
あ
る
た
め
、
消
防
本
部

と
協
議
す
る
中
で
、
地
震
等
の
非
常
時
の
対

応
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
を
堅
持

す
る
た
め
定
数
増
と
し
た
。

●
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

　
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
消
防
団
員
の
確
保
に
は
大
変
苦
慮
し

　
　
　
て
い
る
と
は
い
え
、
人
口
も
増
と
な
っ

て
い
る
地
区
も
あ
り
、
併
せ
て
、
危
険
因
子

と
し
て
以
前
よ
り
空
き
家
等
が
格
段
に
増
え

て
い
る
中
で
、
定
数
を
減
と
し
た
理
由
に
つ

い
て
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。
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総
務
常
任
委
員
会

●
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
上
下
水
道
局
職
員
定
数
の
減
に
つ
い

　
　
　
て
、
他
部
署
と
の
均
衡
に
よ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
上
下
水
道
局
の
実
情
を
加

味
し
た
内
容
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
は
。

　
　
　
現
在
48
名
の
定
員
と
し
て
い
る
が
現  

　
　
　
状
の
職
員
数
は
34
名
で
あ
り
、
定
数

と
実
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
是
正
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
料
金

セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
業
務
を
直
営
と
し
た
場

合
、
ま
た
、
定
年
延
長
者
へ
の
対
応
も
考
慮

し
た
中
で
45
名
と
し
て
い
る
。

　
　
　
消
防
職
員
の
定
数
増
に
つ
い
て
、
能

　
　
　
登
半
島
地
震
の
こ
と
も
考
慮
し
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
詳
細
な
説
明
を
求
め

る
。 QA

A

Q

３
月
議
会

 

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
市
芦
安
農
業
集
落
排
水
事
業
の
会
計

　
　
　
を
特
別
会
計
か
ら
上
下
水
道
局
が
所

管
す
る
下
水
道
事
業
に
移
行
す
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
使
用
料
に
変
更

は
あ
る
か
。

　
　
　
今
回
の
改
正
は
会
計
を
移
行
す
る
と

　
　
　
い
う
内
容
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
使

用
料
に
つ
い
て
の
変
更
は
な
い
。
今
後
は
、
公

営
企
業
会
計
化
に
よ
り
事
業
の
経
営
成
績
や

財
政
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業

経
営
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q AQA

 

審
査
結
果

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

QA

Q

A

　
　
　
今
回
の一部
改
正
に
つ
い
て
は
、
単
に

　
　
　
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
か

ら
と
の
理
由
で
は
な
い
。
分
団
ご
と
に
慎
重
な

協
議
を
し
て
い
た
だ
く
中
で
の
改
正
と
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
自
主
防
災
会
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
も
協
議
を
重
ね
、
消
防
団
員
の
減
員

を
補
う
取
り
組
み
を
実
施
す
る
地
区
も
あ
る
。

  

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　●
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈
恵
寮

　
跡
地
に
お
け
る
認
可
保
育
所
及
び

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

　
業
者
選
定
委
員
会
条
例
の
制
定

　
　
　
選
定
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
、
市

　
　
　
民
の
公
募
で
は
な
く
市
長
が
必
要
と

認
め
る
者
と
す
る
と
、
市
長
の
考
え
に
同
調

す
る
者
が
任
命
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
委
員
構
成
を
予
定
し
て
い

る
か
。

　
　
　
障
害
者
施
設
に
つ
い
て
の
見
識
が
高
い

　
　
　
方
や
教
職
員
を
経
験
さ
れ
た
方
な
ど

の
学
識
経
験
者
、
運
営
事
業
者
を
選
定
す
る

に
あ
た
り
、
各
事
業
者
の
運
営
状
況
等
を
確

認
す
る
た
め
に
公
認
会
計
士
、
そ
の
他
市
職

員
を
考
え
て
い
る
。
現
在
、
市
長
が
必
要
と

認
め
る
者
の
委
員
は
、
予
定
し
て
い
な
い
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
今
回
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
多
く
の

　
　
　
方
の
介
護
保
険
料
は
安
く
な
る
一
方

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

で
、
所
得
の
高
い
方
の
介
護
保
険
料
は
高
く

な
る
。改
正
後
の
所
得
段
階
１
〜
13
の
う
ち
、

確
実
に
負
担
増
と
な
る
11
〜
13
段
階
の
対
象

者
の
人
数
は
。

　
　
　
昨
年
度
末
の
人
数
で
あ
る
が
、
合
計

　
　
　
で
約
５
０
０
人
で
あ
る
。

消防団出初式



図
る
事
業
で
あ
る
が
、
導
入
に
あ
た
り
現
場

の
保
育
士
の
声
は
反
映
さ
れ
た
か
。

　
　
　
今
回
の
予
算
計
上
に
当
た
っ
て
、
保

　
　
　
育
所
の
中
で
部
会
を
開
い
た
り
、
現

場
の
保
育
士
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
た
り
し

て
、
保
育
士
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
る
。

●
伊
奈
ケ
湖
周
辺
施
設
管
理
運
営
事
業

　
　
　
伊
奈
ケ
湖
の
駐
車
場
を
整
備
し
た
こ

　
　
　
と
に
よ
り
、
渋
滞
は
ど
の
程
度
改
善

さ
れ
た
か
。

　
　
　
駐
車
場
の
整
備
前
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ

　
　
　
ン
に
渋
滞
し
て
駐
車
場
に
入
る
ま
で

30
分
以
上
か
か
っ
た
り
林
道
で
の
路
上
駐
車

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
整
備
後
は
、
目
立
っ
た
渋

滞
も
起
こ
ら
ず
路
上
駐
車
も
な
く
な
っ
た
。

●
道
水
路
の
維
持
管
理
事
業

　
　
　
こ
れ
か
ら
市
内
へ
の
訪
問
者
も
増
加

　
　
　
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
道

路
に
繁
茂
す
る
雑
草
除
去
の
必
要
性
を
議
会

に
お
い
て
も
指
摘
し
て
き
た
が
、
今
回
の
予

算
は
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
　
道
路
整
備
課
職
員
が
行
う
除
草
作
業

　
　
　
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
作
業
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を

検
討
し
た
上
で
予
算
を
組
み
立
て
た
。
令
和

６
年
度
は
試
験
的
な
除
草
剤
の
散
布
や
道
路

の
法
面
に
防
草
シ
ー
ト
を
張
る
な
ど
工
夫
し

て
対
応
す
る
。

●
中
学
校
水
泳
授
業
民
間
施
設
等

　
活
用
事
業

　
　
　
白
根
御
勅
使
中
学
校
の
水
泳
授
業
を

　
　
　
民
間
等
施
設
の
プ
ー
ル
で
行
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
教
職
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
負
担
軽
減
が
図
れ
る
か
。

　
　
　
学
校
の
プ
ー
ル
で
授
業
を
す
る
と
き

　
　
　
は
、
教
職
員
が
プ
ー
ル
の
施
設
管
理

を
行
う
ほ
か
、
毎
日
水
質
の
調
査
を
し
た
り
、

水
温
を
見
な
が
ら
水
泳
授
業
の
実
施
の
可
否

を
決
定
す
る
。
ま
た
、
実
施
が
不
可
の
場
合

の
代
案
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
ら
れ
る
。

 

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
介
護
予
防
の
た
め
に
高
齢
者
向
け
の

　
　
　
体
操
教
室
を
開
催
し
て
も
、
男
性
の

参
加
者
が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
が
、

男
性
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
等
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
確
か
に
男
性
の
参
加
率
が
非
常
に
低

　
　
　
い
の
で
、
令
和
６
年
度
は
男
性
限
定

の
体
操
教
室
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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●
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業

　
　
　
市
内
に
土
地
、
建
物
を
購
入
・
新

　
　
　
築
す
る
若
者
世
帯
に
奨
励
金
を
交
付

す
る
事
業
で
あ
り
、
申
請
期
間
が
家
を
建
て

て
か
ら
３
か
月
以
内
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

期
間
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

転
入
し
て
き
た
若
い
方
は
、
様
々
な

　
　
　
手
続
き
に
追
わ
れ
る
面
も
あ
る
の
で
、

近
隣
の
市
や
町
の
状

況
を
調
べ
る
中
で
、

利
便
性
が
図
れ
る

る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

●
手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
な
ど

　
　
　
昨
年
、
山
梨
県
で
は
手
話
言
語
条

　
　
　
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受
け

て
、
市
で
は
新
た
に
施
策
を
充
実
さ
せ
る
予

定
は
あ
る
か
。

　
　
　
本
市
で
は
手
話
通
訳
の
設
置
、
派
遣
、

　
　
　
養
成
を
他
市
町
よ
り
も
充
実
さ
せ
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
県
で
は
手
話
言
語
の

日
に
青
色
の
ラ
イ
ト
を
灯
す
こ
と
で
手
話
言

語
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
も
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

●
公
立
保
育
所
業
務
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

　
　
　
保
育
所
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
保

　
　
　
育
士
と
保
護
者
の
利
便
性
向
上
を

　

   

令
和
６
年
度
一
般
会
計 

●
消
火
栓
施
設
維
持
管
理
事
業

　
　
　
消
火
栓
設
置
の
要
望
が
多
く
、
要
望

　
　
　
に
対
し
て
設
置
が
追
い
付
い
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
消
火
栓
の
年
間
設
置

数
と
、
設
置
要
望
の
状
況
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
毎
年
６
か
所

　
　
　
を
設
置
し
て
い
る
。
申
請
は
毎
年
き

て
お
り
、
申
請
す
れ
ば
必
ず
設
置
対
象
と
な

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
現
在
30
件
程
度
の

申
請
が
残
って
い
る
。

QA

A Q

 　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
長
を

除
く
全
議
員
で
、
２
月
29
日
、
３
月
８
日
、

11
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
の
計
６
日
間

に
わ
た
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

予
算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
６
議
案
、

ほ
か
１
議
案
、
計
８
議
案
が
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計

予
算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
14
議
案
、

計
15
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

A Q

A

Q

 

審
査
結
果

　
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

A Q

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

A Q A Q

A Q

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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小池 伸吾 議員

境
を
確
保
す
る
上
で
、
ト
イ
レ
対
策
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、「一
般
財
団
法
人

助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」
が
、「
災
害
派
遣
ト
イ

レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

被
災
自
治
体
へ
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
派
遣
す

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
へ
も
20
台
が
派
遣
さ
れ
、
劣
悪
な
ト
イ

レ
環
境
改
善
の一助
を
担
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
12
月
議
会
の
代
表
質
問
に
お
い
て

  

大
規
模
地
震
に
よ
る

  

災
害
時
の
対
策

　
　
　
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
教 

　
　
　
訓
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
備
え
が
必

要
と
考
え
る
か
。

　
　
　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

　
　
　
能
登
半
島
地
震
」は
、「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
６
」、
観
測
さ
れ
た
最
大
震
度
は
「
震

度
７
」
で
あ
り
、
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊

や
火
災
、
土
砂
災
害
、
津
波
な
ど
に
よ
り
、

死
者
が
２
４
０
人
を
超
え
る
な
ど
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
。

　
ま
た
、
輪
島
市
で
最
大
４
メ
ー
ト
ル
程
度
、

地
表
が
隆
起
す
る
な
ど
、
突
発
的
に
襲
う
大

地
震
の
脅
威
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震
の
発

生
が
予
測
さ
れ
る
本
市
に
お
い
て
も
、「
ト
イ

レ
対
策
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
な
ど
避
難

所
の
環
境
整
備
」、「
水
や
食
料
、
生
活
物
資

の
備
蓄
の
見
直
し
」、「
住
宅
や
上
下
水
道
の

耐
震
化
」、「
道
路
の
寸
断
」、「
集
落
の
孤
立
」

な
ど
の
様
々
な
課
題
に
対
し
備
え
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
認
識
し
た
。
今
後
、
能
登
半
島

地
震
を
検
証
し
、
災
害
対
策
部
ご
と
の
計
画

や
マ
ニュ
ア
ル
等
を
見
直
し
、
実
効
性
の
あ
る

備
え
に
取
り
組
む
。

　
　
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
提
案

　
　
　
す
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、

　
　
　
避
難
者
の
健
康
や
避
難
所
の
衛
生
環

QA

A Q

代表質問代表質問代表質問

QA

答
弁
し
た
が
、
ま
ず
は
、
早
急
に
「
災
害
ト

イ
レ
の
確
保
・
管
理
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。「
必
要
な
ト
イ
レ
数
の
試

算
」、「
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
」、「
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
等
の
整
備
」、「
し
尿
処
理
計
画
」
な

ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
」
や
新
た
に
開
発
さ
れ
た
「
循
環
型
バ

イ
オ
浄
化
ト
イ
レ
」
な
ど
の
設
備
の
導
入
に
つ

い
て
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

本
市
の
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
が
万
全
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　
防
災
訓
練
の
今
後
の
在
り
方
を
ど
う

　
　
　
考
え
る
か
。

　
　
　
本
市
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
防
災
週

　
　
　
間
の
日
曜
日
に
市
内
全
域
で
実
施
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
、「
３
万
１
千
４
５

０
人
」
が
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
。

　
訓
練
内
容
は
、
命
の
安
全
確
保
が
最
優
先

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
地
域
住
民
の
安
否

確
認
や
情
報
伝
達
」、「
初
動
避
難
」
を
重
視

し
た
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
安
否
確
認
終
了

後
、
各
自
主
防
災
会
に
お
い
て
様
々
な
訓
練

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る

避
難
支
援
」
に
重
点
を
お
い
た
訓
練
や
、
避

難
所
に
お
い
て
仮
設
ト
イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
避
難
所
の
設
営
訓
練
な
ど
、

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
実
効
性
の
あ
る

訓
練
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

討
議
の
焦
点

この度の能登半島地震からの教訓として、
どのような備えが必要と考えるか。

▲

今後、能登半島地震を検証し、災害対策部ごとの計画やマニュアル
　等を見直し、実効性のある備えに取り組む。

北杜市で導入しているトイレトレーラー
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討
議
の
焦
点

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

　
　
　

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
中
で
最
低

　
　
　

限
整
備
す
る
課
題
は
何
か
。

　
　
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修 

　
　
　
の
促
進
と
考
え
て
い
る
。

  

木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
が

  

劣
化
し
た
経
緯
に
つ
い
て

  

ど
の
様
に
対
応
す
る
か

　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
に
関
す
る
建

　
　
　

築
基
準
法
の
変
遷
経
緯
や
、
都
市
の

中
に
危
険
建
築
物
の
混
在
を
容
認
し
た
法
体

系
を
踏
ま
え
る
と
、
明
ら
か
に
都
市
災
害
と

し
て
捉
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
耐

震
改
修
の
補
助
率
を
上
げ
る
こ
と
や
建
て
替

え
の
誘
導
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
耐
震
改
修
の
補
助
率
を
上
げ
る
な
ど
、

　
　
　
市
民
の
方
々
の
負
担
軽
減
と
な
る
よ

う
な
施
策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
市
民
の
皆

様
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
支
援
や
相

談
等
の
対
応
を
適
切
に
す
る
。

  

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

  
執
行
体
制
の
強
化

　
　
　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
目
標
達
成 

　
　
　

に
は
執
行
体
制
の
強
化
と
権
限
の
強

化
の
必
要
性
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

　
　
　
統
括
し
て
進
捗
管
理
す
る
こ
と
は
重

　
　
　
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
総
合
政
策
部
を

中
心
に
進
捗
管
理
を
進
め
る
。

  

大
規
模
地
震
災
害
か
ら

  

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

　
　
　

市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
や
耐
震
改

　
　
　

修
促
進
計
画
な
ど
の
防
災
対
策
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
対
策

に
有
効
に
機
能
す
る
の
か
。

　
　
　
震
度
７
ク
ラ
ス
の
大
規
模
地
震
が
発

　
　
　
生
し
た
場
合
、
有
効
に
機
能
す
る
と

は
言
い
難
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

被
害
が
最
小
化
で
き
る
よ
う
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　
　
　

現
時
点
で
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が

　
　
　

発
生
し
た
場
合
、
能
登
半
島
と
同
様

な
被
害
の
可
能
性
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　
同
様
な
被
害
を
受
け
る
と
想
定
し
て

　
　
　
い
る
。

QA

A QA Q

国土強靭化地域計画などの防災対策は
有効に機能するのか！！

▲

震度７クラスの大規模地震には有効に機能しないので今後
　実効性を高める。

都市の強靭化を図る新たな政策の必要性を
どのように考えるのか！！ 

▲

耐震性能の強化に加え新たな政策として安全な都市構造に
　する必要がある。

A QA Q

QA

QA

　
　
　

強
固
な
安
全
政
策
の
執
行
管
理
体
制

　
　
　

と
す
る
観
点
か
ら
、
専
任
の
部
長
職

の
配
置
と
庁
内
連
絡
調
整
会
議
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
専
任
部
長
相
当
職
の
配
置
な
ど
の
必

　
　
　
要
性
を
検
討
す
る
。

  

都
市
計
画
を
活
用
し
た

  

防
災
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

狭
隘
な
土
地
の
連
担
が
も
た
ら
す
街 

　
　
　

区
の
密
集
性
と
、
そ
の
密
集
街
区
に

建
て
ら
れ
た
耐
震
性
を
欠
く
木
造
住
宅
が
二

重
に
脆
弱
性
を
高
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

市
の
強
靱
化
を
図
る
新
た
な
政
策
の
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
家
屋
の
被
災
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、

　
　
　
建
築
物
の
耐
震
性
強
化
に
加
え
、
火

災
発
生
時
の
延
焼
防
止
な
ど
、
新
た
な
政
策

と
し
て
安
全
な
都
市
構
造
に
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

石川県穴水町の被災状況　　　　　　

命を救う耐震シェルター



　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
非
常
に
広

　
　
　
大
な
エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
開
発
に
向

け
整
備
方
針
は
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
は
、
約
50
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
ル
と
広
大
で
、
現
状
が
農
業
振
興
地

域
内
の
農
用
地
が
大
部
分
で
土
地
利
用
調
整

が
必
要
と
な
る
。
更
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
多
く

の
地
権
者
と
の
合
意
形
成
な
ど
、
幾
つ
も
の
課

題
が
あ
る
が
、
地
域
や
地
権
者
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
土
地
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
株
式
会
社
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
は
、
地
域

　
　
　
活
性
化
に
取
り
組
む
県
内
企
業
が
結

集
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
業
で
、
地
域
と
繋
が

る
機
能
を
担
う
。
コ
ス
ト
コ
南
ア
ル
プ
ス
倉
庫

店
は
市
内
へ
新
た
な
人
の
流
れ
や
産
業
の
立
地

を
生
み
出
す
ほ
か
、
企
業
誘
致
と
し
て
は
過

去
最
大
規
模
の
雇
用
と
所
得
の
拡
大
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
と
の
連
携
な
ど

中
長
期
的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
３

　
　
　
つ
目
の
エ
リ
ア
で
あ
る
「
交

通
と
交
流
の
ハ
ブ
拠
点
」
の
方
向
性

と
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
地
元
高
校
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

　
　
　
シ
ョッ
プ
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
企
業
動
向
や
事
例
の
調
査
、
地

域
公
共
交
通
計
画
へ
の
位
置
づ
け
な

ど
、
基
礎
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
速
バ
ス
や
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

バ
ス
の
発
着
点
に
加
え
、
リ
ニ
ア
山
梨

県
駅
と
の
接
続
な
ど
、
公
共
交
通
と

共
に
、
観
光
案
内
な
ど
の
機
能
も
検

討
し
て
い
く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
既

存
施
設
の
交
通
対
策
を
優
先
し
、
地

域
交
流
施
設
と
コ
ス
ト
コ
の
開
業
時
期

に
は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
。
今
後
の
交
通
状
況
を
見
な
が

ら
で
は
あ
る
が
、
整
備
に
は
最
低
で
も

２
年
以
上
は
必
要
に
な
る
。

代表質問代表質問代表質問
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新
産
業
拠
点
整
備
事
業

　
　
　
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
は
、
将
来
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
る
が
、
事
業
の
役
割
、
目
的
は
。

　
　
　
「
人
々
が
集
い
、
地
域
と
繋
が
る
集
客

　
　
　
交
流
拠
点
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
民
間
活
力
を
活
か
し
「
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
化
」
と
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
土
地

利
用
の
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
交
通
環
境
と
地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

用
し
た
集
客
交
流
拠
点
「fum

otto

（
フ
モ
ッ

ト
）
南
ア
ル
プ
ス
」は
、
山
岳
観
光
や
フ
ル
ー

ツ
観
光
、
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発
着
点
と

し
て
の
役
割
、
ま
た
、
コ
ス
ト
コ
の
出
店
に
よ

り
見
込
ま
れ
る
多
く
の
来
訪
者
への
魅
力
発
信

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
達
成
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
場
所
で
創
出
さ
れ
る
新
た
な
「
賑
わ
い

と
活
力
」
を
起
爆
剤
に
、
交
流
人
口
の
増
加
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
、
雇
用
の
創
出
、
定
住
の

促
進
、
南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
活
性
化
や
拠
点

周
辺
へ
の
産
業
の
創
出
な
ど
、
地
域
経
済
の

好
循
環
を
図
り
、
次
世
代
に
繋
が
る
「
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
。

　
　
　
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
の
エ
リ
ア
は 

　
　
　
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

地
域
交
流
エ
リ
ア
は
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
が
開

業
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
集
客
エ
リ

ア
は
コ
ス
ト
コ
が
来
春
の
開
業
に
向
け
整
備

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
。

Q

新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

AQ

A

Q

A

A

Q

討
議
の
焦
点

市の玄関口としての南アルプス IC拠点事業・
周辺整備事業の役割と目的は

▲

交通環境と地域の魅力を最大限に活用し、地域経済の好循環を図り、
　次世代につながる持続可能なまちづくりを目指す。

開業の準備が進む地域交流エリア
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保坂 広人 議員

戸
水
や
市
内
の
給
水
施
設
を
利
用
し
て
対
応

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
災
害
派
遣

　
　
　
さ
れ
た
職
員
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

　
　
　
職
員
と
面
談
を
行
い
、必
要
に
応
じ

　
　
　
て
総
務
省
消
防
庁
に
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、
職
員

の
自
己
診
断
に
よ
る
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
も
活
用

し
な
が
ら
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業
の

  

中
央
エ
リ
ア
の
土
地
活
用
に
つ
い
て
の

  

市
の
関
わ
り
方

　
　
　
中
央
エ
リ
ア
の
土
地
活
用
に
つ
い
て
、 

　
　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
企
業
誘

致
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
に
ぎ
わ
い
と
活
力
が
創
出
さ
れ
る
、

　
　
　fum

otto

（
フ
モ
ッ
ト
）
南
ア
ル
プ
ス

と
親
和
性
を
図
り
、
相
乗
効
果
を
最
も
得
ら

れ
る
集
客
や
交
流
・
体
験
・
滞
在
と
いっ
た
ジ
ャ

ン
ル
で
の
土
地
活
用
を
目
指
す
。

　
　
　fum

otto

（
フ
モ
ッ
ト
）南
ア
ル
プ
ス

　
　
　
と
南
ア
Ｉ
Ｃ
中
央
エ
リ
ア
の
相
乗
効

果
を
図
る
た
め
に
、
双
方
の
来
場
者
が
安
全

に
か
つ
円
滑
に
移
動
す
る
た
め
の
か
け
橋
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
移

　
　
　
動
す
る
た
め
の
交
通
環
境
の
整
備
も

踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

  

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

  

消
防
本
部
の
役
割
と
責
務

　
　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
、
県
外
か
ら
緊 

　
　
　
急
消
防
援
助
隊
を
受
け
入
れ
る
場
合

の
待
機
場
所
、
宿
泊
施
設
と
緊
急
車
両
の
燃

料
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
緊
急
消
防
援
助
隊
の
待
機
や
宿
泊
を

　
　
　
行
う
宿
泊
場
所
、
ま
た
、
燃
料
確
保

の
為
の
燃
料
補
給
を
置
く
場
所
に
つ
い
て
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
計
画
に
定
め
て
い
て
、

そ
の
中
か
ら
使
用
可
能
な
施
設
を
選
定
す
る
。 

　
野
営
可
能
な
場
所
は
消
防
本
部
・
八
田
消

防
署
・
櫛
形
総
合
公
園
の
西
側
ゾ
ー
ン
の
３

か
所
。

　
宿
泊
可
能
な
場
所
は
市
内
学
校
施
設
の
18

か
所
を
予
定
し
て
い
る
。
燃
料
補
給
に
つ
い
て

は
、
市
内
16
か
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
定

め
て
い
る
。

　
　
　
緊
急
消
防
援
助
隊
の
食
料
・
ト
イ
レ

　
　
　
等
の
計
画
は
。

　
　
　
原
則
と
し
て
、
全
て
各
々
の
緊
急
消

　
　
　
防
援
助
隊
が
必
要
な
装
備
は
持
参
す

る
な
ど
自
己
完
結
型
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
消
防
本
部
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
停

　
　
　
電
や
断
水
等
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

消
防
本
部
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
か
。

　
　
　
停
電
の
場
合
、
約
３
日
間
稼
働
可
能

　
　
　
な
自
家
発
電
に
よ
り
対
応
す
る
。
水

道
は
消
防
用
水
の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
井

　
　
　
地
権
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
少
な
い

　
　
　
有
益
な
方
法
で
市
が
土
地
を
取
得
し

て
、
一
元
管
理
す
る
方
法
を
と
る
べ
き
と
考

え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
市
が
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
で
ま
ち

　
　
　
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
土
地
活

用
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
の

上
で
、
税
の
特
別
控
除
な
ど
を
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
と
調
整
す
る
。

　
　
　
本
事
業
は
多
岐
に
渡
り
、
事
業
化
に

　
　
　
向
け
て
庁
内
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
　
　
ラ
ン
な
ど
上
位
計
画
を
所
管
す
る
部

局
、
都
市
基
盤
整
備
を
所
管
す
る
部
局
に
よ

り
組
織
す
る
。
更
に
、
事
業
の
進
捗
や
状
況

に
応
じ
て
柔
軟
に
編
成
す
る
体
制
を
整
え
た

い
。

QA

QA

代表質問代表質問代表質問

討
議
の
焦
点

大規模災害発生時の消防本部の役割と
その責務について

▲

緊急消防援助隊受援計画を策定し、迅速かつ効果的に
　活動できるように定めている。

南ア IC周辺中央エリアの土地活用における
市の関わり方は 

▲

市が主体的に関わり、fumotto（フモット）南アルプスと
　一体的な土地活用を目指していく。

南アルプス IC

QAQA

QAQA

QAQA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

仮契約など
所要の事務手続きを
的確に行うこと

  

企
業
誘
致
に
伴
う
、

  

土
地
売
払
い
契
約

　
　
　
土
地
売
払
い
を
前
提
と
し
た
議
案
提
出

　
　
　
後
に
、
企
業
の
撤
退
が
表
出
し
た
今
般

の
下
今
諏
訪
工
業
団
地
の
議
案
取
下
げ
案
件
に

つ
い
て
は
、
議
会
お
よ
び
市
民
に
対
し
明
瞭
な

る
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。
経
緯

と
そ
の
原
因
を
示
さ
れ
た
い
。

　
　
　
令
和
５
年
12
月
第
４
回
定
例
会
に
上

　
　
　
程
を
予
定
し
て
い
た
、
土
地
売
払
い

議
案
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、
立
地
を
予
定
し
て

い
た
県
外
の
物
流
会
社
が
、
議
会
開
会
の
３

日
前
に
突
然
撤
退
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
同
社
と
は
令
和
３
年
か
ら
約
２
年
に
わ
た

公明党

齊藤 博明 議員

QA

南風

藤田 亜由未 議員

質問の主題

不登校支援のあり方と
教育支援センターの
運営方針について

生
徒
・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
国
の
調
査
依
頼
で
実
態
を
把
握
し
て

　
　
　
い
る
。
直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予

定
は
な
い
が
、
今
後
の
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
て
対
策
を
検
討
す
る
。

　
　
　
教
育
課
題
を
市
長
の
旗
振
り
の
下
で

　
　
　
政
策
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
学
び
の
場
の

　
　
　
多
様
性
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
支
援
に
な
る
の
で
、
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

  

不
登
校
児
童
生
徒
と

  

保
護
者
へ
の
支
援

　
　
　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
加
し
て
い

　
　
　
る
が
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

数
は
横
ば
い
で
あ
る
。
地
域
や
民
間
と
の
連
携
、

運
営
方
法
の
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
第
３
の
居
場
所
を
周
知
す
る
た
め
、
　

　
　
　
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
や
カ
ー
ド
タ
イ
プ
の
チ

ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。
指
導
員

を
１
名
増
員
し
、
行
き
た
く
な
る
居
場
所
と

な
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
不
登
校
の
要
因
に
つ
い
て
学
校
内
で

　
　
　
の
調
査
結
果
と
事
実
が
乖
離
し
て
い

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
本
市
独
自
で
児
童

QA

  

未
来
を
担
う
農
業
者
と

  

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
支
援

　
　
　
地
域
計
画
策
定
の
今
後
の
具
体
的
な 

　
　
　
取
り
組
み
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
関

　
　
　
係
す
る
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
協

議
の
場
を
設
け
、
意
向
調
査
を
実
施
し
年
度

内
に
策
定
を
完
了
さ
せ
る
。

　
　
　
東
京
農
業
大
学
と
の
連
携
協
定
を
生

　
　
　
か
し
て
人
材
育
成
を
促
進
す
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
り
組
ん
で
い
な

　
　
　
い
が
、
今
後
は
遊
休
荒
廃
農
地
の
再

生
な
ど
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

QA り
調
整
を
行
い
、
令
和
５
年
９
月
に
、
立
地

合
意
書
を
交
わ
し
た
。
10
月
中
旬
に
は
土
地

売
買
仮
契
約
書
の
案
を
提

示
し
、
11
月
中
旬
に
は
仮

契
約
締
結
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、幾
度
と
な
く
要
請

を
し
た
も
の
の
、仮
契
約

締
結
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
11
月
28
日
に
同
社
を
訪

問
し
状
況
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
急
遽
、
大
口
得
意

先
と
の
取
引
が
不
調
と
な

り
、
新
た
な
投
資
を
見
送

る
必
要
が
生
じ
た
と
の
事

実
を
確
認
し
た
の
で
、
同

社
と
の
合
意
を
取
り
消
し
、
仮
契
約
手
続
き

を
中
止
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
度
の

事
案
を
踏
ま
え
、
立
地

希
望
企
業
の
業
績
推
移

や
、
取
引
先
と
の
関
係

な
ど
、
信
用
調
査
を
よ

り
綿
密
に
行
い
企
業
選

定
を
す
る
と
共
に
、
仮

契
約
の
締
結
な
ど
所
要

の
事
務
手
続
き
を
的
確

に
行
い
、
議
案
提
出
に

あ
た
っ
て
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
く
。

企業誘致予定地の南アルプス市下今諏訪Ａ工業団地

Q

A

QAQA



コ
パ
ー
ク
の
理
念
を
解
り
や
す
く
取
り
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
の

　
　
　
計
画
期
間
で
あ
る
今
後
の
10
年
間
は
、

本
市
が
持
つ
大
き
な
可
能
性
を
活
か
し
、
飛

躍
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
と

捉
え
て
、
優
れ
た
自
然
環
境
の
永
続
的
な
保

全
と
自
然
の
恩
恵
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
は
、
市
民
憲
章
と
相
通
ず
る
こ
と

か
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

理
念
を
尊
重
し
策
定
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

南アルプス市議会だより No.84　 12

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題

拠
点
と
し
、「
新
た
な
南
ア
ル
プ
ス
観
光
」
を

創
出
す
る
。

　
　
　

山
岳
観
光
と
フ
ル
ー
ツ
観
光
は
、
本

　
　
　

市
に
お
い
て
目
玉
の
二
大
観
光
で
あ

る
が
、
シ
ー
ズ
ン
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
課

題
も
あ
る
。
そ
こ
で
新
た
な
観
光
資
源
の
開

発
や
発
掘
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　
　
　
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
や
発
掘
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
内
に
あ
る
観
光

資
源
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
創
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
山
岳
観
光
に
つ
い
て
は
、
新
広
河
原
山
荘

を
拠
点
と
し
て
周
辺
の
広
河
原
園
地
な
ど
を

  

観
光
の
充
実

　

   

　
　
　
「
本
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、
買
い
物 

　
　
　

だ
け
で
な
く
、
市
内
に
誘
導
し
て
南

ア
ル
プ
ス
市
を
満
喫
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
言

う
が
、ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
既
に
静
岡
県
民
を
対
象
に
実
施
し
て

　
　
　
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
実
績
を
踏

ま
え
、
観
光
協
会
や
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
等
と
連

携
し
、
フ
ル
ー
ツ
観
光
を
始
め
本
市
の
貴
重

な
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
触
れ
て
い
た
だ
く

体
験
型
プ
ラ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
。

併
せ
て
、
対
象
地
域
や
利
用
店
舗
等
も
拡
大

し
、
市
内
への
周
遊
を
促
す
取
り
組
み
を
進
め

て
「fum

otto
（
フ
モ
ッ
ト
）南
ア
ル
プ
ス
」を

新政南アルプス

三木 充 議員

QA

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

質問の主題

 ユネスコエコパーク
登録、満10年を
迎えて！

活
用
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
や
、
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
を
活
用
し
た

新
た
な
体
験
型
観
光
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
フ
ル
ー
ツ
観
光
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
農
園

を
整
備
す
る
施
設

へ
の
支
援
制
度
を

設
け
る
。課
題
で

あ
っ
た
冬
季
の
観

光
で
は
イ
チ
ゴ
狩

り
が
始
ま
り
、

通
年
観
光
の
提
供

も
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

組
み
や
、
企
業
と
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

を
締
結
し
、
自
然
体
験
学
習
の
場
の
創
出
や
、

自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
活
動
を
実
施

し
て
き
た
。

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
の
具
体
策
は
。

　
　
　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
10
年
の
歩
み
を
振

　
　
　
り
返
り
、
市
内
外
を
問
わ
ず
幅
広
い

層
へ
向
け
て
、
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

「
守
る
自
然
と
活
か
す
自
然
。
山
々
で
つ
な
が

る
心
と
心
。
自
然
と
人
が
共
生
す
る
地
域
。」

を
再
認
識
で
き
る
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
「
第
３
次
市
総
合
計
画
」策
定
に
向
け
、

　
　
　

様
々
な
施
策
や
事
業
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

  

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

  

登
録 

10
周
年
に
あ
た
っ
て
の
取
り
組
み

　
　
　

今
年
の
６
月
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス

　
　
　

コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
後
、
満
10
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　
　
本
市
の
取
り
組
み
は
、
核
心
地
域
に

　
　
　
お
い
て
は
、
希
少
な
動
植
物
を
守
る

た
め
の
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
調
査
な
ど
生
物

多
様
性
の
保
全
活
動
を
実
施
。
ま
た
、
緩
衝

地
域
で
は
、
櫛
形
山
や
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
に
お

い
て
学
術
的
な
研
究
や
調
査
・
教
育
活
動
を

支
援
。
更
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
移
行
地
域

で
は
、
文
化
や
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
取
り

QA

AQA

交流拠点として
南アルプス市に
更なる輝きを！！

QQ

A

さくらんぼ狩り
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

農業を活用し 
充実した
さらなる施策を

  

認
知
症
対
策
と
し
て
の
農
業
の
活
用

　
　
　
認
知
症
対
策
と
し
て
の
農
業
へ
の
関

　
　
　
わ
り
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、認
知
症
予
防
の
た
め
、「
い

　
　
　
き
い
き
百
歳
体
操
で
の
体
力
づ
く
り
」

や
「
サ
ロ
ン
な
ど
に
お
け
る
認
知
症
予
防
教
室

へ
の
講
師
派
遣
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
作
業
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
重
要
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
他
の
自
治
体
で
の
事
例
な
ど

も
参
考
と
す
る
中
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

  

移
住
者
の
農
業
へ
の
誘
導

　
　
　
移
住
希
望
者
を
農
業
へ
誘
う
施
策
は
。

  

農
業
の
生
産
基
盤
確
保

　
　
　
小
規
模
経
営
の
農
家
に
新
た
な
育
成

　
　
　
策
は
。

　
　
　
本
市
の
農
業
支
援
制
度
は
、
耕
作
面

　
　
　
積
が
小
規
模
の
経
営
で
あ
って
も
、
経

営
計
画
の
実
効
性
が
確
認
で
き
、一定
の
収
入

が
見
込
め
れ
ば
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

地
法
に
お
い
て
も
、
農
地
取
得
時
の
面
積
要

件
を
撤
廃
し
、
誰
で
も
農
地
が
取
得
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
従
来
の
就
農
支
援
策
を
精
査
す

る
中
で
、
本
市
に
合
っ
た
就
農
者
の
育
成
策
や

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

躍進会

花輪 幸長 議員

QA

躍進会

野中 國幹 議員

質問の主題

オリーブ栽培の
支援を

考
え
て
い
る
。

  

荒
廃
農
地
、
遊
休
農
地
の

  

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
他
の
果
樹
と
違
い 

　
　
　
比
較
的
手
間
が
か
か
ら
ず
、
鳥
獣
害

に
も
強
く
、
加
え
て
遊
休
農
地
の
解
消
に
繋

が
る
将
来
性
を
含
ん
だ
果
樹
と
考
え
る
が
、

苗
木
の
補
助
に
対
す
る
支
援
策
の
拡
大
は
図

れ
な
い
か
。

　
　
　
苗
木
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
遊
休

　
　
　
農
地
を
解
消
す
る
た
め
の
耕
作
者
に

対
す
る
補
助
制
度
が
す
で
に
あ
る
の
で
、
先
ず

は
そ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

形
で
お
願
い
し
た
い
。
現
行
の
補
助
制
度
以

外
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と

QA

  

小
笠
原
橋
へ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

　
　
　
小
笠
原
橋
へ
の
小
笠
原
長
清
公
の
モ

　
　
　
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
に
つ
い
て
、
県
と

Q

A の
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
現
行
の
山
梨
県
土
木
工
事
設
計
マ
ニュ

　
　
　
ア
ル
で
は
、
原
則
と
し
て
「
四
隅
の
柱

は
設
け
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
笠
原
橋
に
装
飾
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、代
替
と
し
て
山
梨
県
が
橋
周
辺
に
「
小

笠
原
長
清
公
に
ま
つ
わ
る
レ
リ
ー
フ
」
を
設
置

す
る
案
を
小
笠
原
橋
連
絡
協
議
会
に
報
告
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
山
梨
県
お
よ
び

小
笠
原
橋
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
情
報
共

有
を
図
って
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
鳥
獣
害
対
策
に
伴
う
大
型
囲
い
罠
の
改
良
策

　
に
つ
い
て

　
　
　
移
住
相
談
会
で
は
、
土
地
の
価
格
や

　
　
　
交
通
環
境
、
教
育
、
子
育
て
等
へ
の

関
心
が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、
今
年
度
、
本

市
へ
の
移
住
者
に
行
っ
た
実
態
把
握
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
農
業
に
関
心
を
持
つ
方
が
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
移
住
者
の
中
に
は
、
既
に

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
交
流

会
な
ど
繋
が
り
が
持
て
る
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
お
試
し
住
宅
を
活
用

し
て
、
田
舎
暮
ら
し
や
農
業
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
、
営
農
施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
等
の
案

内
を
す
る
中
で
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

QAQ

A

地元ゆかりの人物として設置されている
モニュメント（道の駅なんぶ）
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質問の主題

「小１の壁」
問題の解決に向けた
取り組みを

後
も
認
定
資
格
保
有
者

の
採
用
お
よ
び
育
成

を
進
め
、
先
ず
は

土
曜
日
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ

の一日
も
早
い
開
所

に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

  

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 （
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
教
育
的
課
題 

　
　
　
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
体
制
整
備

と
し
て
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
常
駐
化
お
よ
び
「
拠
点

校
型
」「
巡
回
型
」
配
置
な
ど
の
検
討
が
必

  「
小
１
の
壁
」
問
題

　
　
　
小
学
校
入
学
を
機
に
、
子
育
て
と
仕

　
　
　
事
の
両
立
が
難
し
く
な
る
「
小
１
の

壁
」
問
題
に
つ
い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
土
曜
日
開
所
や
長
期
休
み
中
の
開
所
時
間

の
繰
り
上
げ
等
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
長
期
休
み
の
開
所
時
間
の
繰
り
上
げ

　
　
　
と
、
夏
休
み
以
外
の
土
曜
日
の
開
所

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
要
望
が
あ
り
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
き
た
が
、
利
用
児
童

が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
支
援
員
の
確
保
が
難
し
く
、
実
現
に
至
って

い
な
い
。
特
に
、
土
曜
日
勤
務
が
可
能
な
認

定
資
格
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
今

松野 昇平 議員

QA

保坂 健 議員

質問の主題

不法投棄対策　
監視と啓発の強化を

　
民
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
が
処
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
自
己
負
担
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　
防
止
の
た
め
の
監
視
活
動
等
は
。

　
　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
監
視
員

　
　
　
２
名
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
って
い
る
。

　
　
　
自
治
会
や
市
民
へ
の
啓
発
は
。

　
　
　
広
報
や
家
庭
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

　
　
　
よ
り
、
ご
み
の
出
し
方
や
分
別
方
法

を
周
知
し
て
い
る
。

  

不
法
投
棄
対
策

　
　
　
本
市
に
お
け
る
不
法
投
棄
の
実
態
を

　
　
　
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
不
法
投
棄
さ
れ
る
場
所
は
、
人
目
に

　
　
　
つ
き
に
く
い
場
所
や
、
道
路
に
面
し
た

車
で
運
搬
し
や
す
い
場
所
が
多
く
、
大
型
家

電
製
品
と
いっ
た
粗
大
ご
み
や
土
砂
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
。

　
不
法
投
棄
は
環
境
汚
染
、
健
康
被
害
を
引

き
起
こ
す
重
大
な
犯
罪
行
為
で
あ
る
。

　
　
　
投
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　
　
先
ず
は
事
件
性
が
な
い
か
、
警
察
に

　
　
　
確
認
と
捜
査
依
頼
を
し
て
い
る
。

QA

　
　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
の
強
化
や
、
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い

場
所
に
は
警
告
看
板
等
を
設
置
す
る
な
ど
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　
今
後
も
、広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
、地

域
社
会
の
監
視

力
を
高
め
、不
法

投
棄
の
防
止
対

策
を
推
進
し
て
い

く
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

要
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
本
市
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
体

　
　
　
制
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
課
に
２

名
の
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
電
話
や
面
談
に
よ
り
相
談
を
受

け
る
他
、
時
に
は
、
学
校
や
医
療
施
設
に
同

行
し
て
、
課
題
解
決
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
県
中
北
教
育
事
務
所
所
属
の
Ｓ
Ｓ

Ｗ
や
、こ
ど
も
家
庭
相
談
課
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
も
連
携
を
図
って
い
る
。

　
今
後
も
、
教
育
的
課
題
に
対
し
て
、
よ
り

効
果
的
な
支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q

A

QA

QAQA

QA

不法投棄された土砂（和泉地内）
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

白根IC周辺の開発
をどのように考えて
いるか

の
情
報
、
交
流
、
生
活
利
便
性
の
た
め
の
地

域
拠
点
の
形
成
を
図
る
こ
と
と
方
針
を
示
し

て
い
る
の
で
、
現
在
の
役
割
も
踏
ま
え
つ
つ
、

こ
の
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　「南アルプス市議会だより NO.82」では、市制20周年
の特集が高く評価されました。この特集は、６つの市
町村が合併し南アルプス市の新たな価値観が少しずつ
醸成されていく過程を、年表やキーワードなどを用い
て記事にしたものです。
　南アルプス市は今、大規模な開発などが行われ大き
な変革の時期を迎えています。合併20周年を節目に、過
去をふり返り、将来を考えるきっかけになればとの思
いで編集しました。
　今後も正確でわかりやすく、また興味をもって手に
取っていただける広報紙を作成していきたいと思います。

　山梨県広報協会が主催する山梨県広報コン
クールにおいて、議会広報紙部門（市部）で「南
アルプス市議会だより NO.82」、映像部門で
「PEOPLE IN MINAMI ALPS」が共に最優秀賞を
受賞しました。

●議会広報紙部門（市部）最優秀賞

　  南アルプス市議会だよりNO.82

　「PEOPLE IN MINAMI ALPS」は南アルプス市で活躍す
る人物を紹介し、応援する企画です。農業や飲食など
様々な分野で活躍する人々の働く姿や暮らしの様子を
取材し、映像にして発信しています。映像の表現力や
構成力が高く人物の魅力がうまく伝えられている点が
評価されました。
　市の広報には、これからも南アルプス市
の魅力や先進的な政策を積極的に発信して
もらいたいと思います。

●映像部門　最優秀賞

　  PEOPLE IN MINAMI ALPS

県広報コンクールで
南アルプス市が
最優秀賞をＷ受賞

県広報コンクールで
南アルプス市が
最優秀賞をＷ受賞
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常任委員会 行政視察報告

　 大和市は交通の利便性に恵まれ、 都市化が急速に進む約24万人が暮ら

す自治体です。 「働きながら子育てができるようにする」 を目標として、

子育て支援に取り組んでおり 「利用者の拡大」 「支援事業の充実」 は確実

に広がりを見せていました。 子育て環境の充実により 「まち」 の魅力を

高め、 生産年齢人口の定住や市外からの転入を促し、 人口の維持と世代

間バランスのとれたまちの実現を目指す取り組みは 「こども ・ 子育て応援

宣言」 をした本市にとって参考となるものでした。

神奈川県大和市●公私連携型子育て支援施設「こどもの城」について

視察者●委員長／小池伸吾、 副委員長／保坂健、 藤田亜由未、 松野昇平、 北村千代子、 清水重仁、 小林敏徳

視察先●神奈川県大和市、 千葉県松戸市　　　視察日●令和6年1月25日（木） ～ 1月26日（金）

厚生文教常任委員会

　 松戸市は、 子どもたちが抱える課題をSSWが早期にサポートするために、 市単独で予算化をしました。 派遣ではなく、 各拠

点に常駐することで教育現場と福祉の現場の情報の共有や学校からの相談に対応できるようになり、 教員の不安を解消する

という効果にもつながっていました。 本市においても一人一人に寄り添った支援をする必要があるため、 福祉と教育の連携を

さらに推進していきたいと感じました。

千葉県松戸市●松戸市版スクールソーシャルワークについて

　 平成 25 年より圏央道常総インターチェンジ周辺 45ha の整備のため、

アグリサイエンスバレー構想の事業に着手しました。 アグリサイエンスバ

レー構想では45haを農地エリアと都市エリアに区分し、 生産・加工・流通・

販売の地域農業の核となる産業団地の集積により市場ニーズに適した付

加価値の向上を目指しています。

茨城県常総市

●「アグリサイエンスバレー構想」について

視察者●委員長／戸栗淳、 副委員長／櫻田カ、 三枝守和、 三木充、 村松三千雄、 齊藤博明、 飯野久 （議長） 

視察先●茨城県常総市 ・ 茨城県境町　　　視察日●令和 6 年 1 月 22 日 （月） ～ 1月 23 日 （火）

総務常任委員会

　 境町のふるさと納税は平成25年度65,000円であった寄付金が、 令和 4年度には 59億5,300万円にもなりました。 これ

だけの金額を集めるために、 関係者が知恵を出し返礼品のラインナップを充実させました。 特に 「干し芋」 に関しては、 原料

のサツマイモを作る農家の育成から、 加工 ・ 販売を手掛ける会社の運営までの一貫した取り組みを行っています。

茨城県境町●「ふるさと納税」について

[その他の視察内容]　●移住定住促進施策の取り組みについて　　●自動運転バス乗車体験について
　　　　　　　　　　●道の駅「さかい」について

[その他の視察内容]　●松戸市版コミュニティスクールについて　●公立夜間中学校「みらい分校」について

神奈川県大和市

茨城県常総市
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　 日進市では、 幅員４ｍ未満の狭あい道路が多く安心で快適な社

会基盤形成を図っていくうえで大きな課題となっていることから、

平成 30 年に要綱を定め、 市への寄附のために行う道路後退用地

の分筆測量および登記にかかる費用についての補助金制度を創設

しました。

　事業の効果や課題についての説明は、 市の安全安心なまちづく

りを考えていくうえでとても参考になりました。

愛知県日進市

●後退道路に接する敷地での建築行為に関する手続きについて
●後退用地の市への寄付について

視察者●委員長／有野一成、 副委員長／花輪幸長、 保坂広人、 飯野多恵子、 野中國幹、 斉藤諭、 河野木綿子

視察先●愛知県日進市、 静岡県島田市　　　視察日●令和6年1月23日（火） ～ 1月24日（水）

産業土木常任委員会

　 島田市では、 新東名島田金谷ＩＣ周辺を 「稼ぐ拠点」 と位置づけ、 官民４者 （島田市、 農協、 大井川鉄道、 中日本高速道路）

連携による賑わい交流拠点の整備を進めています。

　 南アルプスＩＣ拠点整備事業や南アルプスＩＣ周辺整備事業を進めていく上で重要なことは、 事業のミッションとコンセプトを

明確に定め、 関係者と連携を密にし、 さらに、 市民を巻き込みながら進めていくことであると実感しました。

静岡県島田市 ＫＡＤＯＤＥＯＯＩＧＡＷＡ●賑わい交流拠点整備事業について

　２月６日（火）に大分県杵築市議会議員４名が行政視察のため南アルプス市に
訪れました。視察テーマは「ふるさと納税について」で、ふるさと振興課の職員が、
本市の返礼品の特徴や寄附の使い道について説明した後、質疑や意見交換を行
いました。宣伝方法や返礼品の開発などについて、多くの質疑や意見が交わさ
れました。

大分県杵築市議会からの視察の受け入れ

ふるさと納税  本市の返礼品（一例）

　南アルプス市議会では「議会の見える化、市民の声を市政に反映させる」ために、議会改革に取り組んでいます。
　これまで各部会を中心に議論を重ねてまいりました。この度、その成果を「議会基本条例」として明文化するため、
市民の皆さまのご意見を伺うパブリックコメントを実施しました。
　南アルプス市議会では、市議会として目指す姿や市議会の役割をもっと市民の皆さまに知っていただき、市民に
開かれた議会になるため、議会基本条例を制定したいと考えています。

議会改革検討委員会の取り組み

各常任委員会で行政視察を行いました。ここ数年は、新型コロナウイルス感染症の影響で常任委員会による視察は行う
ことができなかったので、約３年ぶりの開催となりました。全国の市町村では、行政課題に対応するために、さまざま
な取り組みを行っています。行政視察は、他の市町村の先進的な政策等を見聞きしその取り組みを学び、現地の声を直
接聞くことのできるとても貴重な機会です。今回行った行政視察の概要について、ご報告いたします。

愛知県日進市
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政務活動報告政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

未来創政の会未来創政の会

参  加  者
代表：矢﨑 俊秀
　　　斉藤 諭

合同参加：松野 昇平、小林 敏徳

研  修  先

研  修  日

研修内容

　講師 : 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会　
　　　　理事長　瀬戸 恒彦 氏

　1日目 　地域福祉政策の立案に向けて
 　地方議員がいま取り組むべき課題（基礎編）
　　2日目 　地域福祉政策の実践に向けて
　　　　　地方議員がいま取り組むべき施策（実践編）

総　    括

 大阪市北区 「リファレンス大阪駅前第４ビル」

 令和６年２月９日（金）～ 10日（土）

　講師は、介護・障害分野での支援システム構築・運営、
事業所へのコンサル、介護ロボット普及推進、高齢者の社
会参加活動促進などの様々な事業を行っている公益法人の
理事長であり、豊富な実践経験のある方です。
　講義は、「多機関の協働による『我が事・丸ごと』の地
域づくり」をテーマの中心に、福祉に関する法や各種制度
の意義、介護・生活支援などの事業解説から、公民連携の
実践例や地方議員としてかかわっていくための具体的な方
法までと、重層的に学べる内容でした。
　南アルプス市において、将来を見据えた福祉施策の立案・
実践が進むよう、今後の議員活動に活かしていきます。

躍   進   会躍   進   会

参  加  者
代表：野中 國幹
　　　三枝 守和、戸栗 淳、北村 千代子、
　　　花輪 幸長、保坂 広人

研  修  先

研  修  日

研修内容 オリーブの搾油から商品化までの工程について

総　    括

 綾瀬オリーブ  山田農園

 令和6年1月15日（月）

　山田農園様では、「綾瀬オリーブ」としてオリーブの生
産から販売までの工程を、独自に行い商品化しています。
初めてのオリーブの栽培から約12年経過していますが、
徐々に収穫量も安定し生産数量も確実に伸びています。

研  修  先

研  修  日

研修内容 オリーブ栽培の支援策について

 道の駅みのりの郷東金  トッチーノ

 令和6年1月16日（火）

総　    括

　東金市では、耕作放棄地等の対策として、平成26年に
東金市オリーブ産地化計画を策定。さらに、安定した生産
体制を構築する事が必要という認識から「東金市オリーブ
組合」を設立。オリーブを新たな農産物として市内全体に
生産を拡大しようとしています。

「地域包括ケア特別講座」
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議  会  活  動  報  告

　南アルプス市議会では、本会議の録画映像をYouTube「南アルプス市議会公式チャンネル」で配信しています。インター
ネット環境とスマートフォン、タブレット等があれば、いつでもどこでも本会議のようすをご覧いただけます。

　動画 URL● https://www.youtube.com/channel/UCXoD35cRtJX7t9-4GhgxaGQ　　　   視聴はこちらから  ⇒

YouTube で本会議のようすを録画配信しています

　国際女性デーを祝い「女性の素晴らしい活躍と勇気ある行動を称
える」ことは、国際女性デーとその趣旨をより多くの方に知っても
らい賛同者を増やしていくためにとても有意義であると思います。

　一方で、国際女性デーは「女性のさらなる社会進出を志す日」です。
今後、男女共同参画をさらに進めていかなければなりません。
　南アルプス市議会では令和５年中に、全議員を対象に２つの研修
（「地方議会における男女共同参画の推進」、「政治分野におけるハラ
スメント防止」）を実施しました。その中で、男女共同参画の推進
のために地方議会としてまずすべきことは、自分達の議会における
ハラスメント防止の徹底だということなどを学びました。

　これからも国際女性デーに参加し機運の醸成を図っていくととも
に、必要に応じて研修を実施し、男女共同参画を進めていきたいと
思います。

男女共同参画と南アルプス市議会

 女性 男性 男女比（女性/男性） 

南アルプス市 4 18 0.222 
山梨県 2 35 0.057 
全市町村  40 360 0.111 

●県内議会の比較
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●南アルプス市議会の女性議員数の推移

※折れ線グラフは男女比（女性/男性）の推移

　国際女性デーは、国連により1975年に定められま
した。この日は女性の素晴らしい活躍と勇気ある行
動を称え、女性のさらなる社会進出を志す日となっ
ており、多くの国で記念行事が実施されています。
　イタリアではこの日を「ミモザの日」と呼んでおり、
女性にミモザの花を贈り、花言葉である「感謝」を
伝える風習があります。そのためミモザの花が国際
女性デーのシンボルとされ、ミモザにちなんだ黄色
で祝福します。
　南アルプス市議会では市民活動支援課と協力し、
女性議員４名が市役所本庁において、３月８日の朝、
来庁者にミモザの花を配布しました。

国際女性デーによせてミモザの花をプレゼント

 黄色いアイテムを身に着ける
　国際女性デーの趣旨に賛同を示すために、この日
に黄色いアイテムを身に着ける取り組みも行われて
います。
　３月８日に行われた予算特別委員会には、全議員
と市職員も黄色い衣服やネクタイなどを着用して会
議に出席し、女性への敬意と感謝を表しました。

定数 95　　　28　　　24　　　22　　　22　　　22
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発行者  南アルプス市議会　〒400-0395  山梨県南アルプス市小笠原 376　
　　　　TEL  055-282-6452   　FAX  055-282-6459

南アルプス
市議会だより

No.84

URL  https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/gikai/

編集後記
　令和5年度山梨県広報コンクールにおいて議会広報部門（市部）最優秀賞を南ア

ルプス市議会だより（No.82 号）で受賞することができました。市民の皆さまの声

を掲載するなど、ご協力下さったからこその受賞と心より感謝申し上げます。

　82号の「市制20周年特集号」の充実した内容と企画をご評価してくださり、表紙

に採用している本市の土偶の写真に「インパクト」があるとの評価も頂きました。

　令和６年３月28日に、史跡御勅使川旧堤防（将棋頭・石積出）枡形堤防の整備が

整い一般公開されました。日本で河川堤防の遺跡は３例しかなく、そのひとつが

本市に存在することは、誇るべき歴史の遺産と考えます。日本全国だけではなく、

世界の方々にも訪れてほしい南アルプス市であると確信しております。

委員長／河野 木綿子　    副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、北村 千代子、斉藤 諭、
　　　　小林 敏徳（保坂 広人、村松 三千雄、小池 伸吾）

議会だより
編集委員会
（広報部会）

みなさんの傍聴をお待ちしております！
事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第2回定例会の会期予定
５月31日…………………本会議（初日）
６月　３日 ～　５日…………………委員会
６月13日 ～ 14日………代表・一般質問
　   18日 ……………………………委員会
　　25日………………本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第１回定例会の傍聴者数：39人
※報道関係者10人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　この２年間、自治会長を務め任期が終わるところです。ちょうどコロナ禍からの２年は、私
達の生活様式や思考に影響を与え、自治会運営の方法や存続価値にまで大きく響いてきました。
　地域の行事や慣習は自粛され、対面からオンライン化となり、組長連絡はLINEを活用するな
どし、総会は書面議決となりました。利便性は向上したが住民同士の繋がりは減り、自治会へ
の関心度も温度差が出たように感じます。特に役員や消防団の推薦など、区民の協力を仰ぐ選
出には大変苦労しました。ただ、地震など有事の時には、隣近所と協力して避難生活を送るこ
とを考えると、ある程度、地域の交流は必要だと思います。これをきっかけにコロナ禍前に戻
すのではなく、今の時代に合った区民コミュニケーションが取れる自治会に変えること、変わっ
ていくことが必要だと考えます。

藤巻  德郎 さん
（地区／在家塚）

金丸 元子 さん
（地区／小笠原）

　私は「生き生きクラブ」「百歳体操の会」に参加しています。生き生きクラブの月一度の定
例会では、カラオケや近況を語り合い、笑いが絶えません。集会所周辺の花植えや草取り、清
掃などのボランティア活動もしています。また週一回の百歳体操では、春と秋にコミュニティ
バスを利用して食事を楽しむ行楽をしています。200円の運賃で行けるので助かっています。
高齢者の私にとって健康の源です。
　嬉しい事に、昨年１月に移住された若いお母さんが４月からお子さんが保育所に入れて保育
料も無料、仕事も続けられたと子育て支援が南アルプス市は一番！ と言ってくれました。図書
館で知り合った方も各地域に図書館が整備され素晴らしいと褒めてくれました。これからも市
民のため力を注いでください。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。
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